
   

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  12,868  9.5  △382  －  △493  －  △593  －

22年３月期第１四半期  11,748  △37.1  △944  －  △1,024  －  △1,139  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期 . △6  35        －

22年３月期第１四半期 . △12   19        －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  39,459  6,499  16.7 .70  28

22年３月期  42,037  7,176  17.2 . 77  47

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 6,570百万円 22年３月期 7,244百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期        －        －       － .0  00 . 0  00

23年３月期        －

23年３月期（予想）        －       － .0  00 . 0  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  23,000  △11.4  △150  －  △400  －  △400  － . △4   28

通期  43,500  △22.8  650  －  300  －  300  － . 3  21



４．その他（詳細は、〔添付資料〕３ページ「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の

開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続を実施中です。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。連結業績予想の

前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ

「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。  

①  期末発行済株式数（自己株式を含

む） 
23年３月期１Ｑ 93,903,222株 22年３月期 93,903,222株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 403,305株 22年３月期 399,829株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 93,501,569株 22年３月期１Ｑ 93,516,320株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日～平成22年６月30日）におけるわが国経済は、雇用情勢に厳しさ

が残るものの、海外経済の回復や政府の経済対策の効果などから企業収益が改善するなど、緩やかながら景気持ち

直しの動きが続きました。一方で、欧州を中心とした海外景気の下振れやデフレによる影響が懸念されるなど、景

気を下押しするリスクを抱えており、先行きは依然として不透明な状態にあります。  

 このような経営環境の下、当社グループは「企業ブランドを磨き続け、他社に真似できない価値ある商品やサー

ビスを全力で提供し、提案していく」を基本姿勢として、当連結会計期間より新たに着手した中期経営計画の達成

を目指し、各々の事業に取り組んでおります。 

 当第１四半期連結会計期間における当社グループの連結売上高は、世界的な自動車市場の回復を背景に自動車・

列車・航空機内装材事業が大幅な増収となったことから、前年同期比11億20百万円（9.5％）増収の128億68百万円

となりました。 

 損益については、自動車・列車・航空機内装材事業の収益が増収に伴い改善しましたが、黒字回復までには至ら

ず、営業損失は3億82百万円（前年同期は9億44百万円の営業損失）、経常損失は4億93百万円（同10億24百万円の

経常損失）、四半期純損失は5億93百万円（同11億39百万円の四半期純損失）となりました。  

  

セグメント別の状況は、次のとおりであります。  

  

（身装・美術工芸事業） 

当事業の売上高は、緞帳や祭礼幕などを取り扱う美術工芸部門が提案営業の推進により堅調に推移したことな

どから、7億66百万円となりました。セグメント利益については、増収に加え、経費の削減効果などにより収益が

改善したことから、42百万円となりました。 

  

（インテリアファブリック事業） 

当事業の売上高は、68億99百万円となりました。新設住宅着工戸数が45年ぶりの低水準に落ち込んだ前年実績

を下回るなど、依然として厳しい状態が続く事業環境下において、環境性能に優れた自社開発商品の販売に注力し

ましたが、官公庁・法人・商業施設などのコントラクトマーケット、百貨店・量販店・ハウスメーカーなどのホー

ムマーケットへの販売がともに低調に推移しました。セグメント利益については、減収による影響を経費削減でカ

バーしたことから、72百万円となりました。  

  

（自動車・列車・航空機内装材事業） 

当事業の売上高は、世界的な自動車の販売促進政策や中国を中心としたアジア市場の成長などにより、国内外

の各拠点ともに受注が回復したことから、50億35百万円となりました。増収により収益性が向上しましたが黒字回

復までには至らず、セグメント損失は2億19百万円となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、年度末に繁忙期を迎えるインテリアファブリック事業の季節的要因

から売上債権が減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ25億78百万円減少し、394億59百万円となり

ました。 

 当第１四半期連結会計期間末の負債は、上記の季節的要因による仕入債務の減少、借入金の減少などにより、

前連結会計年度末に比べ19億円減少し、329億59百万円となりました。  

 当第１四半期連結会計期間末の純資産は、四半期純損失を計上したことなどにより、前連結会計年度末に比べ

6億77百万円減少し、64億99百万円となりました。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年５月20日発表の連結業績予想に変更はありません。 

 なお、業績の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は

今後様々な要因によって予想の数値と異なる可能性があります。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。   

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１.一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したもの著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

２．棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定しております。 

３．固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、減価償却費の年額を期間按分する方法によっております。 

４．法人税率並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によって

おります。 

５．工事原価総額の算定方法 

 工事原価総額の算定に当たり、当第１四半期連結会計期間末における工事原価総額が、前連結会計年度末に見

積もった工事原価総額から著しく変動しているものと認められる工事契約を除き、全連結会計年度末の見積もっ

た工事原価総額を、当第１四半期連結会計期間末における工事原価総額の見積額とする方法によっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．会計処理の変更  

①資産除去債務に関する会計基準等の適用    

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31

日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

  これにより、営業損失及び経常損失はそれぞれ0百万円及び税金等調整前四半期純損失は17百万円、それぞれ増

加しております。 

②「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）

を適用しております。 

 これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 

③企業結合に関する会計基準等の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日)、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発費等に関する会

計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会

計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公

表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平

成20年12月26日）を適用しております。  

２．表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第１四半期連結累計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。 

  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,565 2,389

受取手形及び売掛金 9,291 11,960

商品及び製品 5,315 5,011

仕掛品 708 651

原材料及び貯蔵品 550 561

その他 1,804 1,708

貸倒引当金 △54 △56

流動資産合計 20,181 22,225

固定資産   

有形固定資産   

土地 9,073 9,192

その他（純額） 5,840 6,002

有形固定資産合計 14,913 15,195

無形固定資産 1,367 1,424

投資その他の資産   

投資有価証券 1,173 1,291

その他 1,916 1,993

貸倒引当金 △105 △106

投資その他の資産合計 2,984 3,178

固定資産合計 19,265 19,798

繰延資産 12 13

資産合計 39,459 42,037

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,021 13,422

短期借入金 8,940 8,377

1年内償還予定の社債 1,200 1,200

1年内返済予定の長期借入金 1,472 1,786

未払法人税等 56 63

賞与引当金 76 12

その他 1,567 1,695

流動負債合計 25,335 26,557
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

固定負債   

社債 400 400

長期借入金 1,166 1,671

リース債務 1,043 1,141

繰延税金負債 136 201

再評価に係る繰延税金負債 2,078 2,078

退職給付引当金 2,155 2,144

負ののれん 232 245

その他 412 419

固定負債合計 7,624 8,302

負債合計 32,959 34,860

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,277 8,277

資本剰余金 2,254 2,254

利益剰余金 △5,687 △5,094

自己株式 △48 △47

株主資本合計 4,796 5,390

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △13 110

繰延ヘッジ損益 △6 △1

土地再評価差額金 2,541 2,541

為替換算調整勘定 △747 △796

評価・換算差額等合計 1,774 1,853

少数株主持分 △71 △67

純資産合計 6,499 7,176

負債純資産合計 39,459 42,037
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 11,748 12,868

売上原価 9,363 10,207

売上総利益 2,384 2,661

販売費及び一般管理費 3,328 3,043

営業損失（△） △944 △382

営業外収益   

受取利息 2 1

受取配当金 7 13

負ののれん償却額 31 31

その他 52 47

営業外収益合計 92 94

営業外費用   

支払利息 97 85

持分法による投資損失 42 6

為替差損 16 51

その他 15 62

営業外費用合計 172 205

経常損失（△） △1,024 △493

特別利益   

固定資産売却益 22 11

事業構造改善引当金戻入額 13 －

貸倒引当金戻入額 － 11

その他 21 －

特別利益合計 57 23

特別損失   

関係会社株式売却損 125 －

減損損失 － 82

その他 45 59

特別損失合計 170 141

税金等調整前四半期純損失（△） △1,137 △612

法人税、住民税及び事業税 12 40

法人税等調整額 △4 △55

法人税等合計 8 △14

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △597

少数株主損失（△） △6 △3

四半期純損失（△） △1,139 △593
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該当事項はありません。  

   

（セグメント情報等） 

  [事業の種類別セグメント情報] 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

（注）１ 事業区分は、使用目的・生産方法及び市場の類似性により区分しております。 

２ 各事業の主要製品 

(1）身装・美術工芸事業……………………帯地、打掛、緞帳、壁掛、美術工芸織物等 

(2）インテリアファブリック事業…………カーテン、カーペット、椅子張、壁装材、室内装飾織物工事等 

(3）自動車・列車・航空機内装材事業……自動車・列車・航空機等内装材 

(4）その他の事業……………………………不動産事業等 

  

 [セグメント情報] 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するため、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、製品別の事業部制を採用しており、各事業部は、取り扱う製品について国内及び海外の包括的な戦略を

立案し、事業活動を展開しております。 

 従って、当社は事業部を基礎とした製品別のセグメントから構成されており、「身装・美術工芸事業」、「イン

テリアファブリック事業」及び「自動車・列車・航空機内装材事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 「身装・美術工芸事業」は、帯地・打掛・緞帳・壁掛・美術工芸織物等の製造及び販売を行っております。「イ

ンテリアファブリック事業」は、カーテン・カーペット・壁装材・その他インテリア小物等の製造及び販売並びに

室内装飾織物工事の請負等を行っております。「自動車・列車・航空機内装材事業」は、自動車・列車・航空機等

輸送用機器の内装材(シート地等)の製造及び販売を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）  

                                     （単位：百万円）  

(注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業等であります。   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

  
身装・美術 
工芸事業 

（百万円） 

インテリア
ファブリック
事業（百万

円） 

自動車・列
車・航空機内
装材事業 
（百万円） 

その他の事業
（百万円） 計（百万円） 消去又は全社 

（百万円） 
連結

（百万円） 

売上高    

(1）外部顧客に対する売上高  751 7,498 3,287 210  11,748  － 11,748

(2）セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 20 30 1 37  90 ( )90 －

計  771 7,528 3,289 248  11,838 ( )90 11,748

営業利益又は営業損失（△）  15 △49 △559 △14  △607 ( )336 △944

  報告セグメント 
その他 

（注） 
合計 

  
身装・美術 

工芸事業 

インテリア 

ファブリック事業

自動車・列車・航

空機内装材事業 
計 

売上高                              

外部顧客への売上高  766 6,899 5,035 12,701  167 12,868

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 26 27 1 55  30 86

計  792 6,927 5,036 12,756  197 12,954

セグメント利益 

又は損失（△） 
 42 72 △219 △105  △7 △112
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

                 （単位：百万円）  

(注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない経営企画部等管理部門に係る費用であります。   

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産にかかる重要な減損損失）  

  「インテリアファブリック事業」セグメントにおいて、福岡支店の土地・建物は、将来売却を予定しているた

め売却可能価額まで減額しております。 

  なお、減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間において82百万円であります。 

  

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

  

該当事項はありません。  

  

    

当第１四半期連結会計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

自動車・列車・航空機内装材事業の統合に係る事業分離 

 当社は、平成21年12月22日付で締結した、トヨタ紡織㈱及び豊田通商㈱との輸送機器用内装材事業の統合契

約並びにＴＢカワシマ㈱との吸収分割契約、平成22年３月24日付で締結した当該輸送機器用内装材事業統合契

約の効力発生日等一部変更覚書及び当該吸収分割契約の効力発生日の変更覚書に基づき、次のとおり当社の自

動車・列車・航空機内装材事業をＴＢカワシマ㈱に吸収分割いたしました。 

(1)事業分離の概要 

 ①分離先事業の名称  ＴＢカワシマ株式会社 

 ②分離した事業の内容 自動車・列車・航空機内装材事業 

 ③事業分離を行った主な理由 

 当社、トヨタ紡織㈱及び豊田通商㈱の3社が持つ強みを活かし、一層の合理化や効率化を進めるととも

に、世界市場の需要に対応できるグローバル化の推進や、機能性、デザイン性の向上を目指した商品開発

力を強化することで、現在の自動車・列車・航空機内装材事業において激化する競争に勝ち抜くため3社

の事業統合を行い、その一環として本事業分離を行ったものであります。 

 ④事業分離の日    平成22年７月１日 

 ⑤法的形式を含む取引の内容 

  当社を分割会社とし、ＴＢカワシマ㈱を承継会社とする分社型吸収分割であります。 

 また、当社の事業分離の日(平成22年７月1日)に、ＴＢカワシマ㈱より同社の普通株式30,709株の交付

を受けましたが、このうち、6,993株をトヨタ紡織㈱に、4,645株を豊田通商㈱に、いずれも同日付で譲渡

しました。これにより、当社が保有するＴＢカワシマ㈱の株式は19,110株(持分比率39%)となり、ＴＢカ

ワシマ㈱は引続き当社の持分法適用関連会社となっております。 

利益  金額 

報告セグメント計 △105

「その他」の区分の利益 △7

セグメント間取引消去 2

全社費用（注） △271

貸倒引当金繰入額 △1

四半期連結損益計算書上の営業損失(△) △382

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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(2)実施した会計処理の概要 

 「事業分離に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成20年12月26日)及び「企業結合会計基準及び 

 事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日)に基づ 

 き、受取対価が承継会社の株式のみである場合の会計処理を行っております。 

  当該移転事業に係る資産及び負債の適正な帳簿価額並びにその主な内容は次の予定であります。 

 なお、のれん及び譲渡損益等については事業統合契約に基づいて調整される予定であり、現時点では確定し

ておりません。 

(3)セグメント情報の開示において、当該分離した事業が含まれていた区分の名称 

  自動車・列車・航空機内装材事業 

(4)当第１四半期連結会計期間の連結損益計算書に計上されている自動車・列車・航空機内装材事業に係る損

益の概要 

    売上高           百万円 

    営業損失           百万円 

  

流動資産   百万円 8,006

固定資産 百万円 4,791

資産合計 百万円 12,797

流動負債  百万円 7,540

固定負債 百万円 1,117

負債合計  百万円 8,658

5,035

219
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